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日台稲門会第 29 期定期総会資料 

 

第 29 期定期総会 

 

日時：2025 年 6 月 14 日㈯ 

場所：早稲田大学大隈タワー地下ホール 

 

会次第 

 

１． 第 29 期定期総会 1400-1445 開会挨拶 幹事長小川英郎 

① 会長挨拶 会長根本宏児 

② 議事 

第一号議案 2024 年度活動報告 幹事長小川英郎 

第二号議案 2024 年度決算報告 会計 川村淳一 

      2024 年度監査報告 監査役神田正治 

第三号議案 2025 年度活動計画 幹事長小川英郎 

第四号議案 2025 年度予算案  会計 川村淳一 

（報告事項） 2025 年度役員紹介 幹事長小川英郎（閉会の辞） 

 

２． 記念講演会（1500 入場開始）1530-1700 司会幹事長小川英郎 

  ご挨拶及び講師紹介 会長根本宏児 

  講師 垂秀夫氏（前駐中国日本大使） 

  演題『もう一度台湾の問題を考える』 

  講演 1530-1630 

    質疑応答 1630-1700 

 

３． 懇親会 1730-2000 司会 寺田修幹事 

場所 大隈タワー15 階『森の風』 
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【第 29 期定期総会会長挨拶】 

2025 年 6 月 14 日 

日台稲門会 会長 根本宏児 

 

第 29 期日台稲門会総会ご挨拶 

 

 日頃より当会の活動に対して、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年台湾では 4 月 3 日に花蓮地震が発生し、甚大な被害に見舞われることとなりま

した。日台稲門会としては、早速幹事会を中心に義援金を募り、同月台北駐日経済文化代

表処に２０万円を義援金としてお渡し致しました。震災後は、台湾の見習うべき災害復旧

力もあり、日台間の人的交流も更に活発になってきていると感じております。 

 私も１０月には台北駐日経済文化代表処主催の国慶節パーティに参加、又１１月には台

北で開催された台湾校友会総会に出席致しました。同総会には早稲田大学田中総長も臨

席、老若男女・日本人・台湾人と共に懇親を深めさせて頂きました。 

 今年度も日台稲門会として 10 月の稲門祭参加をはじめとして、有意義な活動の拡充に

努め、また早稲田大学台湾留学生団体 WTSA との交流・支援も強化していきたいと考え

ております。 

 今年度も会員・会友の皆様にとっても意義ある稲門会になるよう、皆さまと一緒に努力

して参りますので、皆様のご指導・ご支援を引き続きよろしくお願いいたします。 
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【第一号議案 2024 年度活動報告】 

 

１． 主要イベント 

① 第 28 期総会記念講演会懇親会（6/14 大隈タワー地下ホール） 

総会 特段の問題は無く 議案全て承認された（32 名出席） 

講演会 講師 泉裕泰氏（交流協会台北事務所前代表） 

    演題『頼清徳新政権と日台関係』 

        最近の台湾事情について多数の参加者から質問があり、泉氏が質問一つ

一つ丁寧に回答されていたことが印象的（64 名参加） 

    懇親会 54 名参加（森の風） 

 

② 台湾校友会総会出席（11/16 台北喜來登大飯店） 

当会からは会長・小川・広谷夫妻・跡部・相亰 

全体は約 150 名の参加 日本各地稲門会も遠州稲門会を始め多数参加 

田中総長のご挨拶及び（当日は総長の誕生日でもあり）誕生日祝及び応援部に 

よるパフォーマンスもあった（11/17 は観光） 

11/15 は台北稲門会主催の前夜祭があり三村名誉顧問も参加 

 

③ 講演会 

秋季（10/20 稲門祭 7 号館 307 教室） 

 講師 鈴木武生氏（専門言語学 早稲田大学非常勤講師） 

 演題『多言語社会台湾とその人びと』 

講演会 60 名参加 懇親会（金城庵）30 名参加 

講演内容も台湾原住民の言語にも触れ興味深いもので好評だった 

 

    春季（3/15 22 号館） 

     講師 早川友久氏（元李登輝秘書 台北稲門会・日台稲門会会員） 

     演題『李登輝とわたし』 

     講演会 33 名懇親会（イルデパン）30 名参加 

     講演会好評 懇親会も質量充実で高評価 
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２． 台北駐日経済文化代表処との交流 

4/22 蔡明耀副代表に会長・小椋常任顧問が訪問 花蓮地震義援金 20 万円を贈呈 

10/8 代表処主催国慶節パーティ（オークラ東京）に会長招待出席 

３． 早稲田大学台湾留学生会（WTSA）との交流 

5/18 留学生向就活支援会開催（於：A&A Café） 

基調講演者：中村拓海氏（ソーシャライズ代表）・相亰幹事 

個別相談者：小椋常任顧問後輩及び川村由紀幹事後輩 計 6 名が対応 

延べ約 30 名の参加有。一部講師を交え金城庵で懇親会 

  12/20WTSA 主催忘年会兼副会長選挙結果発表会 

北川原幹事・相亰幹事参加 

 

４． 慶應義塾大学（三台会）との交流 

4/13（幹事会終了後）三台会と合流し『旧図書館・早慶戦発祥野場等』を見学後 

中華店『新荘園』にて交流懇親会（早 15 慶５名参加） 

  5/16 早慶定期ゴルフ（習志野 CC）早 13 慶 12 名参加 

  10/8 早慶定期ゴルフ（泉 CC）早慶各 13 名参加 

 

５．行政書士稲門会総会後懇親会への出席 

  2024/6/29 創立 30 周年記念・懇親会に岩永・渡邉・川村淳・相亰・広谷参加 

６． 広報活動（ニュースレター等配信） 

2024/6 会報発行 

2024/秋 ニュースレター配信 

2024 冬 ニュースレター配信 

７． 会員会友状況（会員会友数 2024/3/31 現在） 

97 名 

 

８．2024 年の総会後、会友の吉村剛史氏（ジャーナリスト・台湾研究者）から、 

「外交部フェロー」に応募したいので、当会の推薦状がほしいとの要請があった。 

吉村氏によれば、駐日代表処サイドから当会の推薦状が有効だと助言があったとか。 

公的機関でもなく校友会に過ぎない当会がそうした評価を受けたことはたいへん光栄

なこととして、幹事会メンバーが中文で推薦状の原稿を書き、ネイティブチェックも

受けたうえで根本会長のサインを入れて吉村氏宛に発出。当会の推薦状の効果はいざ

知らず、吉村氏は見事選出され、25年１月から台北を拠点に研究活動に努めている。 

註「外交部フェロー」＝台湾の外交部が、国外の研究者の台湾における研究に助成金を出す制度の通称。

「台湾奨助金（Taiwan Fellowship）」制度のこと。 
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９．定例幹事会（実績報告と主要テーマ） 

2024/4/13 留学生就活支援会段取等決定、総会進行等確認、花蓮地震義援金 

2024/5/18  総会段取等決定・役割分担決定 

（2024/6/8   総会） 

2024/7/13  総会総括、10/20稲門祭講演会打合 

2024/8     （夏休期間中につき休会） 

 2024/9/14  11/16台湾校友会参加者確認、10/20稲門祭講演会役割分担決定等 

（2024/10/20 稲門祭講演会） 

（2024/11/15-17台湾校友会参加） 

 2024/12/14 10/20稲門祭講演会総括、春季講演会講師選定、総会講師選定 

 2025/1/11  会費未納者の件打合、3/15春季講演会打合 

 2025/2/15  3/15春季講演会の件確認、秋季講演会講師選定 

（2025/3/15  春季講演会） 

 （注）（ｶｯｺ）内の 6月・10月・11月・3月は主要イベント開始前に 30分程の幹事会

を実施している（特記事項はなし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第二号議案 2024年度決算報告】（川村さん） 

【第二号議案 2024年度監査報告】（神田さん） 
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【第三号議案 2025 年度活動計画】 

１． 主要イベント 

6 月 14 日 第 29期定期総会（於大隈タワー地下ホール） 

記念講演会 講師 垂秀夫氏 

演題 『もう一度台湾の問題を考える』 

懇親会 森の風 

  10 月 19 日 秋季講演会 in 稲門祭（講師近藤弥生子氏） 

  11 月 15 日 台湾校友会出席予定 

  12 月 13 日 ミニ講演会（土曜サロン）（幹事会終了後開催、一時間程度） 

  2026 年 3 月 春季講演会（予定） 

 

２． 代表処との交流 

代表処主催イベント（国慶節祝賀行事）には積極的に参加することとする 

 

３． ＷＴＳＡとの交流 

就活支援会 

忘年会等で引続き支援を推進することとする 

 

４． 慶應義塾大学（三台会）との交流 

定期ゴルフ大会の継続 

合同懇親会の実施 等で継続的友好を図る 

 

５． 行政書士稲門会との交流 

総会後懇親会参加等 

 

６． 広報活動（ニュースレター配信） 

年度内に会報含め２-３回発行予定 

 

７． 新入会員の獲得（前年度以上を目指す（例 月 1-２名の獲得） 

８． 若手役員（幹事）の登用 

９． 定例幹事会 

月一回 第二土曜日 を基本に開催（基本 1530-1700） 

（8月は休会とする） 

イベント開催時は開始前に幹事会(30分程度) 

 

【第四号議案 2025年度予算案】（川村さん） 
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【報告事項 役員紹介】2025 年度 日台稲門会役員 

 

会長  根本宏児 

副会長  渡邉義典 

幹事長  小川英郎（会長補佐、幹事会事務）【役職変更】 

副幹事長 広谷光紗（幹事長補佐、入会担当）【役職変更】 

事務局長 西本 誠 

副事務局長 川村淳一（会計担当） 

副事務局長 跡部靖夫（事務局長補佐）【役職変更】 

 

NL 担当  橋本紀明 

懇親会担当 北川原宜夫（WTSA 担当兼務） 

HP 担当  寺田 修 【役職変更】 

大学関係担当 江 正毀 

エール担当 山崎 聡 

庶務全般 相亰浩一 

庶務全般 川村由紀 

庶務全般 黄 一桂 

庶務全般 劉 彦甫 

庶務全般 早川友久【新任】 

庶務全般 亀ヶ谷政則【新任】 

 

監査役  小椋和平【役職変更】 

 

名誉会長 岩永康久 

名誉顧問 萩原伸一、三村 達 

常任顧問 梶山憲一 

神田正治【役職変更】 

参与  藤本篤志 

 

 

 

 

 

（以上） 


